
第28号
特集
血小板の基礎とその病気

健康は　　　　　の願いです
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血
小
板
の
基
礎
と
そ
の
病
気

■
は
じ
め
に

　

人
間
ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
の
血
液
学
的

検
査
と
し
て
は
、
赤
血
球
数
や
白
血
球
数

の
他
に
血
小
板
数
が
あ
り
ま
す
。
貧
血
に

つ
い
て
は
、
本
機
関
誌
「
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
」

の
第
26
号
で
、
ま
た
白
血
球
の
増
減
を
き

た
す
病
気
に
つ
い
て
は
前
回
の
第
27
号
で

ご
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
血
小
板

の
病
気
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。血
小
板
は
、

け
が
な
ど
に
よ
り
出
血
が
起
こ
っ
た
場
合

に
、
切
れ
た
血
管
壁
に
粘
着
し
、
次
い
で

血
小
板
同
士
が
凝
集
す
る
こ
と
に
よ
り
血

小
板
血
栓
を
つ
く
っ
て
止
血
を
行
う
細
胞

で
す
。
血
小
板
の
正
常
値
は
15
～
35
万
／

μl
と
幅
広
く
、
個
人
に
よ
る
大
き
な
ば
ら

つ
き
を
示
し
ま
す
。血
小
板
の
病
気
に
は
、

数
の
増
減
の
他
、
稀
で
す
が
機
能
異
常
を

示
す
も
の
も
あ
り
ま
す
。
本
誌
で
は
血
小

板
の
基
礎
的
事
項
と
そ
の
病
気
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

■
血
小
板
の
産
生
と
形
態

　

血
小
板
は
骨
髄
で
産
生
さ
れ
ま
す
。
最

も
未
熟
な
血
液
細
胞
で
あ
る
多
能
性
幹
細

胞
か
ら
分
化
し
た
骨
髄
系
幹
細
胞
は
、
さ

ら
に
巨
核
球
系
前
駆
細
胞
に
分
化
し
、
次

い
で
巨
核
芽
球
、
前
巨
核
球
、
巨
核
球
と

な
り
ま
す
。
巨
核
球
の
細
胞
質
の
断
片
が

ち
ぎ
れ
て
血
小
板
と
な
り
ま
す
。
通
常
の

体
細
胞
と
同
じ
46
ヶ
の
染
色
体(

２
倍
体

‥
２
Ｎ)

を
も
つ
巨
核
芽
球
は
、
染
色
体

が
４
倍
体(

４
Ｎ)

に
な
っ
て
も
、
核
だ

け
が
分
裂
し
て
細
胞
は
２
つ
に
分
か
れ
な

い
胞
体
内
核
分
裂
を
お
こ
し
ま
す
。
そ
の

後
も
胞
体
内
核
分
裂
が
続
く
た
め
、
染
色

体
数
が
８
Ｎ
、
16
Ｎ
、
32
Ｎ
の
巨
核
芽
球

が
で
き
ま
す
。
次
い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
染

色
体
数
の
段
階
で
細
胞
質
の
成
熟
が
進
み

巨
核
球
と
な
り
ま
す
。
通
常
は
16
Ｎ
と
染

色
体
数
が
８
倍
の
巨
核
球
が
最
も
多
い
た

め
、
核
が
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
巨
核
球

と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
熟
巨
核
球

を
電
子
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
細
胞
膜
が
細

胞
質
内
に
入
り
込
ん
で
分
離
膜
を
形
成
し

て
お
り
、骨
髄
内
の
静
脈
洞
（
毛
細
血
管
）

内
に
細
胞
質
の
突
起
を
出
し
て
、
分
離
膜

が
ち
ぎ
れ
る
こ
と
に
よ
り
血
小
板
が
放
出

さ
れ
ま
す
。
１
個
の
巨
核
球
か
ら
は
２
，

０
０
０
個
前
後
の
血
小
板
が
作
ら
れ
ま

す
。
細
胞
質
の
な
く
な
っ
た
巨
核
球
は
裸

核
と
な
り
、
骨
髄
内
で
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

に
貪
食
さ
れ
ま
す
。
血
小
板
産
生
を
刺
激

す
る
主
要
な
因
子
は
、
肝
や
腎
で
産
生
さ

れ
る
ト
ロ
ン
ボ
ポ
エ
チ
ン
で
、
巨
核
球
系

前
駆
細
胞
の
増
殖
、
未
熟
な
巨
核
球
系
細

胞
の
成
熟
を
刺
激
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の

造
血
因
子
と
し
て
は
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン

-3
、
-6
、
-11
な
ど
が
血
小
板
産
生
に
関
与

し
て
い
ま
す
。

　

血
液
中
を
循
環
し
て
い
る
血
小
板
数

（
循
環
プ
ー
ル
）
は
、
血
小
板
総
数
の
約

２
／
３
で
、
残
り
の
１
／
３
は
主
と
し
て

脾
臓
内
に
貯
留
さ
れ
て
い
ま
す
（
脾
内

プ
ー
ル
）
が
、
両
者
は
互
い
に
移
行
し
て

い
ま
す
。
血
小
板
の
寿
命
は
約
10
日
で
、

老
化
し
た
血
小
板
は
脾
臓
や
肝
臓
の
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
貪
食
さ
れ
ま
す
。
血
液
中

の
血
小
板
は
直
径
２
～
４
μm
、
厚
径
0.3
～

１
μm
で
、
凸
レ
ン
ズ
状
の
円
板
形
を
し
て

お
り
、
核
は
な
く
、
細
胞
質
に
多
数
の
微

細
な
顆
粒
を
有
し
て
い
ま
す
。
電
子
顕
微

鏡
的
に
は
、
顆
粒
は
α
顆
粒
と
濃
染
顆
粒

（一財）健康医学予防協会
本部診療部長

高橋益廣

図１

静止相（A）および凝集相（B）の血小板の電子顕微鏡的所
見。流血中の静止相血小板は円板形で細胞内小器官は散在し
ています。凝集相の活性化血小板においては、開放小管系を
介して顆粒の放出が起こるとともに、細胞表面に多くの突起
を出しています。（服部晃先生のご厚意により掲載）
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に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
細
胞
膜
が
筒
状
に

陥
入
し
て
で
き
た
、
多
数
の
運
河
状
の
開

放
小
管
系
が
物
質
を
運
ぶ
通
路
と
な
っ
て

い
ま
す
。
出
血
時
の
活
性
化
さ
れ
た
血
小

板
は
、
細
胞
質
に
多
数
の
突
起
（
偽
足
）

が
生
じ
、
顆
粒
内
の
物
質
は
開
放
小
管
系

を
通
じ
て
放
出
さ
れ
ま
す
（
図
１
）。

■
血
小
板
の
機
能

　

血
小
板
の
主
要
な
機
能
と
し
て
は
、
出

血
時
に
切
れ
た
血
管
の
内
壁
に
附
着
す
る

粘
着
と
血
小
板
同
士
が
絡
み
合
っ
て
結
合

す
る
凝
集
が
あ
り
、
こ
の
働
き
に
よ
り
初

期
の
止
血
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
間
の
機

序
を
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
血
管
が
損

傷
さ
れ
る
と
、
血
管
内
皮
細
胞
を
囲
ん
で

い
る
結
合
組
織
、
す
な
わ
ち
コ
ラ
ー
ゲ
ン

が
露
出
し
、
血
小
板
は
細
胞
膜
上
の
糖
蛋

白
で
あ
るG

P
I
b
/
I
X

複
合
体
と
血
漿
中

の
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド
因
子
と
の

結
合
を
介
し
て
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
に
粘
着
し

ま
す
。
次
い
で
、
血
小
板
同
士
の
結
合
、

す
な
わ
ち
血
小
板
凝
集
が
お
こ
り
ま
す
。

粘
着
す
る
こ
と
に
よ
り
活
性
化
し
た
血
小

板
は
、
突
起
を
出
す
と
と
も
に
、
血
小
板

糖
蛋
白G

P
I
I
b
/
I
I
I
a

複
合
体
と
結
合
す

る
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
を
介
し
て
凝
集
す
る

こ
と
に
よ
り
、
止
血
栓
を
形
成
し
ま
す
。

血
小
板
凝
集
を
惹
起
す
る
物
質
と
し
て

は
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
他
、
血
小
板
膜
上
の

リ
ン
脂
質
（
血
小
板
第
３
因
子
）
か
ら
ア

ラ
キ
ド
ン
酸
を
経
て
合
成
さ
れ
る
ト
ロ
ン

ボ
キ
サ
ン
A2
が
強
力
な
作
用
を
示
し
ま

す
。
鎮
痛
解
熱
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
ア
ス
ピ
リ
ン
は
、
ト
ロ
ン
ボ
キ
サ
ン
A2

の
産
生
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
血
小

板
凝
集
を
抑
制
し
ま
す
の
で
、
血
栓
抑
制

剤
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
血
小
板

の
濃
染
顆
粒
に
含
ま
れ
る
Ａ
Ｄ
Ｐ
や
セ
ロ

ト
ニ
ン
、
血
液
凝
固
の
過
程
で
作
ら
れ
る

ト
ロ
ン
ビ
ン
、
ま
た
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
も
血

小
板
凝
集
を
促
進
し
ま
す
。

　

コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
接
触
し
て
活
性
化
さ
れ

た
血
小
板
が
突
起
を
出
し
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ

ゲ
ン
を
介
し
て
結
合
す
る
ま
で
の
凝
集
が

一
次
凝
集
で
、
こ
こ
ま
で
の
凝
集
は
可
逆

性
で
、
凝
集
し
た
血
小
板
が
解
離
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
一
次
凝
集
を
お
こ
し
た

血
小
板
は
、
Ａ
Ｄ
Ｐ
や
ト
ロ
ン
ビ
ン
な
ど

の
作
用
に
よ
り
粘
性
変
形
を
き
た
し
、
凝

集
は
非
可
逆
性
と
な
り
、
強
固
な
血
小
板

血
栓
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
血
小
板

の
二
次
凝
集
と
い
い
ま
す
。

■
出
血
傾
向
と
出
血
性
疾
患

　

出
血
傾
向
と
は
、
自
然
に
ま
た
は
通
常

は
出
血
し
な
い
よ
う
な
状
況
で
出
血
し
、

出
血
し
た
あ
と
止
血
し
に
く
い
状
態
を
い

い
ま
す
。
出
血
傾
向
あ
る
い
は
出
血
栓
疾

患
の
原
因
を
大
別
す
る
と
、
①
血
管
の
異

常
、
②
血
小
板
の
異
常
、
③
凝
固
異
常
、

④
線
溶
異
常
の
４
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
ほ
か
、
⑤
こ
れ
ら
の
２
つ
以
上
が
重

複
し
た
複
合
異
常
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
出

血
の
症
状
は
、
血
管
お
よ
び
血
小
板
の
異

常
に
よ
る
場
合
と
凝
固
異
常
に
よ
る
場
合

と
で
は
異
な
り
、
前
者
で
は
皮
下
の
出
血

が
点
状
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
皮

下
出
血
が
大
型
の
溢
血
斑
で
、
関
節
腔
内

や
筋
肉
内
出
血
の
よ
う
な
深
部
出
血
を
き

た
す
こ
と
が
特
徴
と
な
り
ま
す
。
本
稿
で

は
主
に
血
小
板
の
異
常
に
よ
る
出
血
傾
向

を
き
た
す
疾
患
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

■
血
小
板
減
少
症
（
表
１
）

　

血
小
板
減
少
症
は
、
血
小
板
数
が
10
万

／
μl
以
下
に
減
少
し
た
場
合
を
指
し
ま

す
。
血
小
板
機
能
が
正
常
で
あ
れ
ば
、
血

小
板
数
が
３
万
／
μl
以
上
で
は
自
然
出
血

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
わ
ず
か
な
外
圧
に
よ

る
紫
斑
あ
る
い
は
外
傷
、
手
術
後
の
止
血

困
難
を
示
し
ま
す
。

　

偽
性
血
小
板
減
少
症
と
は
、
採
血
時
に

抗
凝
固
剤
と
し
て
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
を
用
い
る
と

血
小
板
凝
集
を
起
こ
す
た
め
、
見
か
け
上

血
小
板
数
が
少
な
く
算
定
さ
れ
る
も
の

で
、
出
血
症
状
は
全
く
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

血
液
塗
抹
標
本
を
み
る
と
、
著
明
な
血
小

板
凝
集
が
み
ら
れ
ま
す
。
抗
凝
固
剤
に
ヘ

パ
リ
ン
か
ク
エ
ン
酸
塩
を
用
い
れ
ば
血
小

板
数
は
正
常
値
を
示
し
ま
す
。

　

産
生
低
下
に
よ
る
血
小
板
減
少
症
と
し

て
は
、
骨
髄
で
の
巨
核
球
の
産
生
が
低
下

す
る
病
態
と
、
骨
髄
に
巨
核
球
は
存
在
し

て
も
有
効
に
血
小
板
が
作
ら
れ
な
い
病
態

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
骨
髄
巨
核
球
が
低
下

す
る
も
の
と
し
て
は
、
先
天
性
と
後
天
性

の
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
先
天
性
の
疾
患
と

し
て
は
フ
ァ
ン
コ
ニ
貧
血
（
先
天
性
の
再

生
不
良
性
貧
血
）、
血
小
板
機
能
異
常
を

伴
う
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ス
ー
リ
エ
症
候
群
、

デ
ー
レ
小
体
と
巨
大
血
小
板
が
み
ら
れ
る

常
染
色
体
優
性
遺
伝
病
の
メ
イ
・
ヘ
グ
リ

ン
異
常
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
後
天
性
の

表１　血小板減少症をきたす疾患

■偽性血小板減少症（見かけ上の血小板減少）
■産生の低下
　①骨髄巨核球の低下
　　・ 先天性：ファンコニ貧血，ベルナール・

スーリエ症候群，メイ・ヘグリン異常症
　　・ 後天性：再生不良性貧血，薬剤または放射

線による骨髄抑制，腫瘍細胞の骨髄浸潤
（急性白血病，多発性骨髄腫，悪性リンパ
腫など）

　②骨髄巨核球正常または増加（無効造血）
　　・ 多能性血液幹細胞の質的異常：骨髄異形成

症候群
　　・ ビタミンB12・葉酸欠乏：巨赤芽球性貧血

（悪性貧血など）
■崩壊の亢進（骨髄巨核球増加）
　① 免疫性：特発性血小板減少性紫斑病，エバン

ス症候群，全身性エリテマトーデス，輸血後
血小坂減少症

　② 血栓形成による消費の亢進：播種性血管内凝
固症候群，血栓性血小板減少性紫斑病，溶血
性尿毒症症候群

　③補体感受性亢進：発作性夜間血色素尿症
■分布異常（骨髄巨核球正常）
　脾機能亢進症，肝硬変，特発性門脈圧亢進症
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病
気
で
は
、
造
血
幹
細
胞
の
減
少
や
免
疫

学
的
機
序
に
よ
り
お
こ
る
再
生
不
良
性
貧

血
、
抗
癌
剤
や
放
射
線
な
ど
に
よ
る
骨
髄

抑
制
、
腫
瘍
細
胞
の
骨
髄
浸
潤
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
骨
髄
巨
核
球
が
低
下
せ
ず

血
小
板
産
生
が
低
下
す
る
も
の
と
し
て

は
、
骨
髄
中
で
巨
核
球
が
壊
れ
る
か
、
巨

核
球
の
血
小
板
産
生
能
が
不
良
な
疾
患

（
無
効
造
血
）
で
、
骨
髄
異
形
成
症
候
群

や
巨
赤
芽
球
性
貧
血
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

崩
壊
亢
進
に
よ
る
血
小
板
減
少
症
は
、

そ
の
機
序
か
ら
、
免
疫
性
、
血
栓
形
成
に

よ
る
消
費
の
亢
進
、
補
体
感
受
性
亢
進
な

ど
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
特
発
性
血
小
板
減

少
性
紫
斑
病
は
、
自
己
の
血
小
板
に
対
す

る
血
小
板
自
己
抗
体
が
産
生
さ
れ
、
こ
の

自
己
抗
体
と
結
合
し
た
血
小
板
が
脾
臓
な

ど
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
取
り
込
ま
れ
て

壊
さ
れ
る
た
め
に
、
血
小
板
減
少
を
き
た

す
も
の
で
す
。
小
児
に
多
く
、
先
行
感
染

が
み
ら
れ
、
発
症
が
急
激
で
、
か
つ
自
然

寛
解
が
多
い
急
性
型
と
成
人
女
性
に
多
い

慢
性
型
が
あ
り
ま
す
。
ま
れ
に
、
赤
血
球

に
対
す
る
自
己
抗
体
が
陽
性
の
自
己
免
疫

性
溶
血
性
貧
血
を
合
併
す
る
場
合
が
あ

り
、
エ
バ
ン
ス
症
候
群
と
よ
ば
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
で
も
自
己
抗
体
等
の
免
疫
学
的
機
序
で

血
小
板
減
少
症
が
起
こ
り
ま
す
し
、
血
小

板
輸
血
後
に
血
小
板
特
異
同
種
抗
原
に
対

す
る
抗
体
が
形
成
さ
れ
、
輸
注
さ
れ
た
血

小
板
の
み
な
ら
ず
自
己
の
血
小
板
を
も
破

壊
す
る
輸
血
後
血
小
板
減
少
症
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
全
身
の
細
小
血
管
に

血
栓
が
多
発
し
、
血
小
板
が
消
費
さ
れ
る

た
め
に
血
小
板
減
少
が
起
こ
る
と
と
も

に
、
血
栓
を
く
ぐ
り
ぬ
け
る
際
に
赤
血
球

が
破
砕
さ
れ
て
赤
血
球
破
砕
症
候
群
を
き

た
す
疾
患
に
は
、
播
種
性
血
管
内
凝
固
症

候
群
、
血
栓
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、

溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群
の
３
つ
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
重
篤
な
疾
患
で
す
。
播
種
性
血

管
内
凝
固
症
候
群
は
、
腫
瘍
細
胞
な
ど
か

ら
凝
固
促
進
物
質
が
血
管
内
に
流
入
す
る

こ
と
や
、
重
症
細
菌
感
染
症
な
ど
に
よ
り

血
管
内
皮
細
胞
が
傷
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
細
小
血
管
内
に
凝
固
血
栓
が
多
発
す
る

こ
と
に
よ
り
消
費
性
に
血
小
板
減
少
を
き

た
す
と
と
も
に
、
線
溶
系
が
亢
進
し
て
臓

器
障
害
が
起
こ
る
病
態
で
す
。
血
栓
性
血

小
板
減
少
性
紫
斑
で
は
、
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ

ル
ブ
ラ
ン
ド
因
子
切
断
酵
素
で
あ
る

A
D
A
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T
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の
機
能
不
全
に
よ
り
、
血
小

板
粘
着
・
凝
集
活
性
の
強
い
超
高
分
子
量

フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド
因
子
マ
ル
チ

マ
ー
が
血
中
に
出
現
し
、
全
身
の
細
小
血

管
に
血
小
板
血
栓
が
多
発
す
る
病
態
で
す
。

溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群
は
、
ベ
ロ
毒
素
産

生
性
大
腸
菌
（
Ｏ
―

１
５
７
）
に
よ
る
血
管

内
皮
細
胞
障
害
に
引
き
続
き
全
身
に
血
小

板
血
栓
が
形
成
さ
れ
、
腎
障
害
を
主
体
と

す
る
強
い
臓
器
障
害
を
き
た
す
病
態
で
す
。

補
体
に
対
す
る
感
受
性
が
亢
進
し
て
い
る

発
作
性
夜
間
血
色
素
尿
症
は
、
骨
髄
系
幹

細
胞
レ
ベ
ル
の
異
常
を
き
た
す
疾
患
で
す
。

各
血
球
の
膜
に
Ｇ
Ｐ
Ｉ
ア
ン
カ
ー
結
合
型

蛋
白
が
欠
損
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｄ
59
な
ど
の

補
体
の
攻
撃
に
対
す
る
防
御
因
子
を
細
胞

表
面
に
固
定
で
き
な
い
こ
と
に
よ
り
、
活

性
化
し
た
補
体
と
接
触
す
る
と
血
管
内
で

血
球
の
崩
壊
を
き
た
し
、
血
小
板
減
少
を

含
む
汎
血
球
減
少
症
が
お
こ
り
ま
す
。

　

分
布
異
常
に
よ
る
血
小
板
減
少
症
は
、

主
に
脾
腫
を
き
た
す
疾
患
で
み
ら
れ
ま
す
。

血
小
板
の
１
／
３
は
脾
に
プ
ー
ル
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
脾
腫
を
示
す
疾
患
（
肝
硬
変

な
ど
）
で
は
、
脾
に
プ
ー
ル
さ
れ
る
血
小

板
が
増
加
す
る
た
め
血
小
板
減
少
を
起
こ

し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
赤
血
球
や
白
血
球

も
脾
に
貯
留
さ
れ
て
血
液
中
で
は
減
少
す

る
た
め
に
、汎
血
球
減
少
症
を
示
し
ま
す
。

■
血
小
板
増
加
症
（
表
２
）

　

血
小
板
が
45
万
／
μl
以
上
に
増
加
し
た

場
合
に
血
小
板

増
加
症
と
よ

び
、
反
応
性
の

増
加
と
腫
瘍
性

の
増
加
の
２
つ

が
あ
り
ま
す
。

反
応
性
で
は
、
造
血
因
子
や
サ
イ
ト
カ
イ

ン
の
刺
激
に
よ
り
血
小
板
産
生
が
亢
進
す

る
場
合
と
、
脾
プ
ー
ル
か
ら
循
環
プ
ー
ル

へ
の
血
小
板
の
移
行
に
よ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
血
小
板
数
が
100
万
／
μl
以
上
と

な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
腫

瘍
性
で
は
血
小
板
数
が
100
万
／
μl
を
超
す

こ
と
も
あ
り
、
こ
と
に
本
態
性
血
小
板
血

症
で
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
ま
す
。
本
態
性

血
小
板
血
症
は
、
慢
性
骨
髄
増
殖
性
疾
患

の
１
つ
で
、
特
に
巨
核
球
・
血
小
板
系
の

増
殖
が
著
明
な
疾
患
で
す
。
出
血
症
状
と

血
栓
症
状
の
一
見
相
反
す
る
病
態
を
併
発

す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
、
出
血
症
状
は
主

と
し
て
血
小
板
機
能
異
常
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
鼻
出
血
や
消
化
管
出

血
な
ど
の
粘
膜
出
血
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

■ 

血
小
板
の
機
能
異
常
に
よ
る
出
血
性

疾
患
（
表
３
）

　

血
小
板
数
は
正
常
で
も
、
そ
の
機
能
異

常
の
た
め
に
出
血
傾
向
を
し
め
す
疾
患
を

表２　 血小板増加症をきたす
　　　疾患

■反応性
　① 産生増加：慢性炎症性疾患，悪

性腫瘍，鉄欠乏性貧血，大量出
血後など

　② 脾プールから血中への移行増
加：運動後，摘脾後など

■腫瘍性
　 慢性骨髄増殖性疾患：本態性血小

板血症，真性赤血球増加症，慢性
骨髄性白血病，原発性骨髄線維症
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血
小
板
機
能
異
常
症
と
よ
び
ま
す
。
血
小

板
機
能
異
常
症
は
先
天
性
と
後
天
性
に
大

別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
血
小
板
自
体
の
異

常
に
よ
る
も
の
と
、
血
小
板
以
外
に
原
因

が
あ
っ
て
お
こ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
血

小
板
の
粘
着
・
凝
集
過
程
の
ど
こ
か
に
先

天
的
な
異
常
が
あ
る
疾
患
を
先
天
性
血
小

板
機
能
異
常
症
と
よ
び
ま
す
。
日
本
に
お

け
る
先
天
性
血
小
板
機
能
異
常
症
の
頻
度

は
ま
れ
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
血
小
板

無
力
症
と
い
う
病
気
が
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。
血
小
板
粘
着
能
の
異
常
を
示
す
疾

患
と
し
て
は
、
血
小
板
膜
表
面
の
糖
蛋
白

I
b
/
I
X

先
天
的
欠
損
の
た
め
フ
ォ
ン
・

ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド
因
子
と
結
合
で
き
な
い

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ス
ー
リ
エ
症
候
群
と
、フ
ォ

ン
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ド
因
子
の
先
天
的
欠

乏
に
よ
り
、
血
小
板
が
コ
ラ
ー
ゲ
ン
ヘ
の

粘
着
が
で
き
な
い
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ

ン
ド
病
が
あ
り
ま
す
。
血
小
板
凝
集
能
の

異
常
を
示
す
疾
患
と
し
て
は
、
血
小
板
膜

表
面
の
糖
蛋
白G

P
I
I
b
/
I
I
I
a

の
先
天
的

欠
損
の
た
め
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
を
橋
渡
し

と
す
る
血
小
板
凝
集
が
で
き
な
い
グ
ラ
ン

ツ
マ
ン
血
小
板
無
力
症
と
、
フ
ィ
ブ
リ
ノ

ゲ
ン
の
先
天
的
欠
乏
に
よ
り
、
血
小
板
同

士
の
凝
集
が
で
き
な
い
無
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ

ン
血
症
が
あ
り
ま
す
。
血
小
板
放
出
能
の

異
常
を
示
す
疾
患
と
し
て
は
、
血
小
板
の

貯
蔵
顆
粒
（
α
顆
粒
、
濃
染
顆
粒
）
あ
る

い
は
そ
の
貯
蔵
物
質
が
欠
損
す
る
レ
ス
ト

レ
ー
ジ
・
プ
ー
ル
病
、
ト
ン
ボ
キ
サ
ン
A2

の
産
生
を
介
し
て
血
小
板
Ａ
Ｄ
Ｐ
の
放
出

反
応
を
司
っ
て
い
る
ア
ラ
キ
ド
ン
サ
ン
代

謝
の
重
要
な
酵
素
で
あ
る
サ
イ
ク
ロ
オ
キ

シ
ゲ
ナ
ー
ゼ
が
先
天
的
に
欠
損
す
る
た
め

に
放
出
反
応
が
で
き
な
い
サ
イ
ク
ロ
オ
キ

シ
ゲ
ナ
ー
ゼ
欠
損
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

後
天
性
血
小
板
機
能
異
常
症
と
し
て

は
、
骨
髄
系
幹
細
胞
の
異
常
に
由
来
す
る

た
め
血
小
板
自
体
の
異
常
を
き
た
す
本
態

性
血
小
板
血
症
な
ど
の
慢
性
骨
髄
増
殖
性

疾
患
の
他
、
薬
剤
に
よ
る
も
の
や
血
中
成

分
の
異
常
に
よ
り
血
小
板
機
能
異
常
を
き

た
す
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
薬
剤
に
よ
る
も

の
と
し
て
は
、
消
炎
鎮
痛
剤
で
あ
る
ア
ス

ピ
リ
ン
が
代
表
的
な
薬
剤
で
、
ア
ス
ピ
リ

ン
な
ど
の
非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
消
炎
鎮
痛
剤

は
ア
ラ
キ
ド
ン
酸
代
謝
の
酵
素
サ
イ
ク
ロ

オ
キ
シ
ゲ
ナ
ー
ゼ
を
ア
セ
チ
ル
化
す
る
こ

と
に
よ
り
不
活
性
化
す
る
た
め
、
血
小
板

の
放
出
反
応
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

出
血
傾
向
を
き
た
し
ま
す
。
血
中
成
分
の

異
常
に
よ
る
血
小
板
機
能
異
常
で
は
、
腎

不
全
の
た
め
血
中
に
蓄
積
さ
れ
た
種
々
の

代
謝
産
物
が
血
小
板
機
能
を
抑
制
し
て
出

血
症
状
を
起
こ
す
尿
毒
症
や
異
常
Ｍ
蛋
白

が
血
小
板
膜
に
附
着
し
て
血
小
板
機
能
を

障
害
す
る
多
発
性
骨
髄
腫
や
マ
ク
ロ
グ
ロ

ブ
リ
ン
血
症
等
が
あ
り
ま
す
。

■
お
わ
り
に

　

健
診
等
で
血
小
板
の
減
少
や
増
加
を
指

摘
さ
れ
た
場
合
は
基
本
的
に
は
精
査
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、
血
小
板
数
の
正

常
値
は
15
～
35
万
／
μl
と
個
人
差
が
大
き

く
、
同
じ
人
で
も
そ
の
時
の
状
態
に
よ
っ

て
多
少
の
変
動
を
示
し
ま
す
。
血
小
板
数

の
増
減
が
正
常
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
て

も
、
10
～
40
万
／
μl
の
範
囲
内
に
あ
る
場

合
は
、
再
検
査
で
正
常
範
囲
内
に
戻
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
血
小
板
減
少

症
で
自
然
出
血
な
ど
の
出
血
傾
向
を
き
た

す
場
合
は
、
血
小
板
数
が
３
万
／
μl
以
下

の
こ
と
が
多
く
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
急

性
白
血
病
等
の
重
篤
な
疾
患
が
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
血
小
板
数
が
10
／
μl
以
下
で
、
血
小

板
減
少
を
き
た
す
よ
う
な
薬
剤
の
使
用
が

な
い
成
人
の
場
合
は
、
特
発
性
血
小
板
減

少
性
紫
斑
病
で
あ
る
頻
度
が
高
い
で
す

が
、
表
１
に
示
し
た
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な

疾
患
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

い
検
査
を
う
け
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
血
小
板
増
加
症
で
重
篤
な
病
気
と
し

て
は
、
稀
で
す
が
、
骨
髄
系
幹
細
胞
の
腫

瘍
性
増
殖
で
あ
る
本
態
性
血
小
板
血
症
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
病
気
の
場
合
は
、

血
小
板
数
が
40
万
／
μl
以
上
に
増
加
し

（
し
ば
し
ば
100
万
／
μl
以
上
に
な
る
）、
白

血
球
数（
そ
の
中
で
も
好
塩
基
球
の
割
合
）

の
増
加
を
伴
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
す
。

血
小
板
機
能
異
常
症
は
健
診
等
で
行
う
検

査
で
は
検
出
で
き
ま
せ
ん
が
、
血
小
板
数

が
正
常
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
血
症

状
を
呈
す
る
場
合
に
は
、
凝
固
・
線
溶
系

を
含
め
た
血
小
板
機
能
に
つ
い
て
の
詳
し

い
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

１
９
５
１
年
生
ま
れ
。
１
９
７
６
年
新
潟
大
学
医
学
部

卒
業
後
、
新
潟
大
学
医
学
部
第
１
内
科
入
局
（
血
液
内

科
学
）、
１
９
８
２
年
よ
り
２
年
間
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
医
学
部
血
液
腫
瘍
科
（
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
シ
ア
ト
ル
）
に
留
学
、
１
９
８
５

年
新
潟
大
学
医
学
部
第
一
内
科
助
手
、
１
９
９
５
年
新

潟
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
（
衛
生
技
術
学
科
）
教

授
、
１
９
９
９
年
よ
り
新
潟
大
学
医
学
部
保
健
学
科
（
検

査
技
術
科
学
専
攻
）
教
授
。
専
門
は
、
血
液
内
科
学
、

腫
瘍
免
疫
学
。

高
橋
益
廣　

略
歴

表３　血小板機能異常により
　　　出血傾向をきたす疾患

■先天性
　①血小板自体の異常
　　・ 血小板粘着能の異常：ベルナー

ル・スーリエ症候群など
　　・ 血小板凝集能の異常：グランツマ

ン血小板無力症など
　　・ 血小板放出能の異常：顆粒欠損症

（レストレージ・プール病），放
出機構異常症（サイクロオキシゲ
ナーゼ欠損症など）

　②血中因子の異常
　　・フォン・ヴィルブランド病
　　・無フィブリノゲン血症など
■後天性
　① 血小板自体の異常：慢性骨髄増殖性

疾患（本態性血小板血症など）
　② 薬剤によるもの：非ステロイド系消

炎鎮痛剤（アスピリン，インドメタ
シンなど），クロピドグレル，シロ
スタゾールなど

　③血中成分の異常
　　・尿毒症（腎不全）
　　・ 異常M蛋白血症：多発性骨髄腫，

原発性マクログロブリン血症
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骨
粗
鬆
症
の
お
薬
は
飲
み
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
骨
密
度
が
増
加
し
て
骨
折
予
防
効

果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
以
来
、
高

齢
者
の
骨
折
の
増
加
に
歯
止
め
が
か
か
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
骨
粗
鬆
症
治
療
は
世
界
的

に
普
及
し
て
来
ま
し
た
。
実
際
に
海
外
で
の

調
査
報
告
で
は
お
薬
の
処
方
が
増
え
る
に
つ

れ
て
骨
折
の
発
生
率
が
減
少
に
転
じ
た
国
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
３
年
に
顎

骨
壊
死
と
い
う
口
腔
内
の
疾
患
が
骨
粗
鬆
症

治
療
薬
の
副
作
用
と
し
て
相
次
い
で
報
告
さ

れ
、
私
た
ち
医
療
現
場
に
衝
撃
を
与
え
ま
し

た
。
骨
粗
鬆
症
治
療
薬
の
作
用
の
一
つ
と
し

て
骨
代
謝
の
抑
制
が
こ
の
合
併
症
の
原
因
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
す
。
顎
骨

壊
死
は
顎
の
骨
の
一
部
が
壊
死
を
お
こ
し
、

食
事
の
摂
取
に
も
影
響
す
る
重
大
な
疾
患
で

す
。
こ
の
た
め
歯
医
者
さ
ん
で
は
歯
を
抜
く

よ
う
な
歯
科
治
療
の
際
に
骨
粗
鬆
症
治
療
薬

を
中
断
す
る
こ
と
が
患
者
さ
ん
に
求
め
ら
れ

た
た
め
、
医
師
も
患
者
も
混
乱
す
る
場
合
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
薬
と
顎
骨
壊
死
の
関
係
性
に

つ
い
て
多
く
の
研
究
報
告
が
な
さ
れ
、
で
き

る
だ
け
正
し
い
認
識
を
み
ん
な
で
共
有
す
る

た
め
に
歯
科
学
会
と
医
学
会
が
協
働
で
委
員

会
を
設
立
し
て
話
し
合
い
を
行
い
、
２
０
１

６
年
に
最
新
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
と
い

う
報
告
書
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果

で
は
骨
粗
鬆
症
治
療
に
お
け
る
顎
骨
壊
死
の

発
生
頻
度
は
極
め
て
低
い
こ
と
（
０
・
０
０

１
～
０
・
０
１
％
）、
顎
骨
壊
死
は
歯
の
感

染
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
骨
粗
鬆
症
患
者
に

お
け
る
歯
科
治
療
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
骨
粗
鬆
症
治
療
薬
の
休
薬
を
待
た
ず
に

積
極
的
に
歯
の
治
療
を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
骨
と
歯
の
関
係
は
密
接
で
あ
り
、
骨

粗
鬆
症
の
検
査
や
治
療
を
き
っ
か
け
に
し
て

歯
医
者
さ
ん
で
の
口
腔
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と

は
重
要
で
す
。
健
康
長
寿
の
た
め
に
最
寄
り

の
整
形
外
科
医
や
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

骨粗鬆症連載　骨粗鬆症と骨折の予防

骨
粗
鬆
症
治
療
と
歯
の
問
題

医療法人 愛広会

新潟リハビリテーション病院

院　長

山本　智章

28
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上　

月　

篤　

子

健
康
体
力
づ
く
り

ウ
エ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム

現 
代
人
の

時
代
の
変
化
と
環
境
の
変
化

　

日
本
に
お
い
て
国
民
の
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
財
団
が
設
立

さ
れ
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
対
す
る
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
39
年
、

約
40
年
の
歳
月
が
経
過
致
し
ま
し
た
。

こ
の
時
の
流
れ
の
中
で
私
た
ち
が
暮
ら

し
て
い
る
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
て

来
ま
し
た
。政
治
、経
済
、科
学
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
等
、
時
代
を
捉
え
る
視
点
は
、

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
身
体
的
な
視

点
で
捉
え
る
と
20
世
紀
は
、
科
学
や
技

術
の
進
歩
に
よ
り
、
自
動
車
、
機
械
、

化
学
工
業
、
電
気
製
品
等
、
人
間
の
骨

格
、
筋
肉
に
か
わ
る
も
の
が
著
し
く
発

達
し
た
時
代
と
言
え
ま
す
。
21
世
紀
に

入
る
と「
Ⅰ
Ｔ
革
命
」「
超
情
報
化
社
会
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
脳
・
神
経
系
の

代
替
物
が
発
達
し
、
こ
れ
か
ら
も
更
な

る
進
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
最
近
は
、

テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
で
、
バ
ブ
ル
期
の
こ

と
が
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
今
で

は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
一
般
的
に
普
及

し
て
い
る
携
帯
電
話
も
バ
ブ
ル
期
に

は
、
非
常
に
高
価
で
特
別
な
も
の
で
し

た
。
今
で
は
笑
い
話
に
な
っ
て
し
ま
う

程
大
き
な
電
話
機
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
今
で
は
携
帯
電
話
が
あ
れ

ば
、そ
の
場
で
電
話
す
る
こ
と
が
出
来
、

話
を
し
な
く
て
も
メ
ー
ル
等
の
情
報
伝

達
の
ツ
ー
ル
で
瞬
時
に
し
て
双
方
向
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
情
報
伝
達
だ
け
で
な
く
、
カ
メ

ラ
機
能
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
出
来

ま
す
。
こ
れ
を
食
に
置
き
換
え
て
み
る

と
調
理
器
具
の
発
達
に
よ
り
短
時
間
で

美
味
し
く
調
理
出
来
る
機
械
、
水
と
小

麦
粉
を
入
れ
て
ボ
タ
ン
を
押
す
と
自
動

的
に
パ
ン
が
焼
け
る
機
械
か
ら
10
秒
で

簡
単
に
栄
養
が
摂
取
出
来
る
ゼ
リ
ー
も

あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
普
及
で
食
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
最
近
「
健
康
格
差
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
安
く
て
満
腹
感
を
得

ら
れ
る
食
事
を
取
り
続
け
る
こ
と
で
肥

満
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
炭

水
化
物
＋
炭
水
化
物
＋
化
学
調
味
料
＋

添
加
物
を
毎
日
の
よ
う
に
取
り
続
け
る

こ
と
に
よ
り
健
康
を
損
ね
る
リ
ス
ク
が

高
ま
り
や
が
て
生
活
習
慣
病
等
の
症
状

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
背
景
に
は
格
差

社
会
と
い
う
日
本
が
抱
え
る
経
済
的
な

問
題
も
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
便
利
に
手
軽
に
色
々
な

こ
と
が
可
能
な
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
、
生
活
の
様
々
な
場
面
で
便
利
な
こ

と
、
便
利
な
も
の
を
享
受
す
る
と
当
然

の
ご
と
く
、
身
体
的
に
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
り
ま
す
の
で
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
行
き
ま
す
。

一
方
、
栄
養
面
で
は
、
脂
質
や
炭
水
化

物
を
多
く
摂
取
し
が
ち
で
す
。
運
動
・

栄
養
・
休
養
は
、
健
康
を
保
つ
三
大
要

素
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
現
代
に
生
き
る

生

涯

現

役

の

体

づ

く

り

「
健
康
と
い
う
財
産
」
＆
「
企
業
の
健
康
経
営
」　

Vol.18
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私
た
ち
の
傾
向
は
、「
低
い
運
動
量
」「
高

い
カ
ロ
リ
ー
摂
取
」「
少
な
い
休
養
」

に
陥
り
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
が
ち
で
す
。

　

様
々
な
商
品
や
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い

る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
ご
自
身
の
体
に

と
っ
て
必
要
な
要
素
を
取
捨
選
択
す
る

術
が
重
要
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

「
健
康
と
い
う
財
産
」

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
刻
々

と
変
化
し
て
い
ま
す
。「
健
康
」
に
対

す
る
認
識
、
価
値
観
も
変
化
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
少
子
高
齢
化
が
深
刻
化
し

て
い
る
日
本
に
お
い
て
は
、
お
一
人
お

一
人
が
お
か
れ
て
い
る
環
境
を
理
解
し

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
ま
さ

し
く
「
生
涯
現
役
の
体
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
大
変
重
要
な
課

題
と
言
え
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
ご
自

身
の
「
健
康
」
と
い
う
「
財
産
」
を
損

ね
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
日
々
何
ら
か

の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
め
ま
ぐ
る
し
く
環
境
が
変
化

す
る
現
代
に
お
い
て
は
、
何
も
注
意
を

払
わ
ず
に
長
く「
健
康
で
良
好
な
状
態
」

を
保
ち
続
け
る
こ
と
は
、
不
可
能
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
日
本
は
、
世
界

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
平
均
寿
命
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る

「
健
康
寿
命
」
と
「
平
均
寿
命
」
の
間

に
約
10
年
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
健
康

寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
が
大
き
な
課
題
で

す
。
運
動
量
が
低
下
し
筋
肉
が
弱
れ
ば

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ
ス

ク
は
高
ま
り
ま
す
。
リ
ス
ク
が
高
ま
れ

ば
「
健
康
」
と
い
う
財
産
を
損
ね
る
こ

と
に
な
り
自
立
し
た
生
活
が
困
難
な
状

況
に
陥
り
経
済
的
な
負
担
も
高
く
な
り

ま
す
。
ロ
コ
モ
予
防
に
お
い
て
、実
は
、

働
き
ざ
か
り
の
40
代
か
ら
の
ケ
ア
で
大

き
な
差
が
出
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

働
き
ざ
か
り
の
年
代
の
「
体
力
」
や
「
健

康
度
」
を
少
し
で
も
長
く
維
持
し
て
行

く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
お
仕
事
の
面
だ

け
で
な
く
、
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

様
々
な
活
動
で
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
す
。「
最
近
ち
ょ
っ
と
体
力
が

弱
っ
た
…
」「
よ
く
つ
ま
ず
く
…
」「
体

重
が
増
え
た
…
」
と
い
う
方
は
、
運
動

量
が
不
足
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。一
歩
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。「
健
康
」

と
い
う
「
財
産
」
を
ケ
ア
す
る
に
は
お

金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。「
歩
く
」「
階
段

を
使
う
」「
姿
勢
を
保
つ
」
等
の
日
々

の
ち
ょ
っ
と
し
た
積
み
重
ね
が
「
健
康

＝
財
産
」
を
高
め
て
強
化
し
て
く
れ
ま

す
。セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
＆
セ
ル
フ
ケ
ア
の
重
要
性

　

今
、
日
本
で
は
、
国
民
全
体
の
健
康

度
を
高
め
る
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
、

経
済
産
業
省
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々

な
団
体
で
多
角
的
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。「
Ｉ
Ｔ
革
命
」の
恩
恵
で
、

今
、
情
報
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単

に
入
手
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
基
準

値
等
も
簡
単
に
検
索
出
来
ま
す
し
、
予

防
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
色
々
と
把

握
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
今
回
は
、

ご
自
身
で
検
索
し
て
頂
け
る
よ
う
に
次

に
各
団
体
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
紹
介
致
し
ま

す
。

・ 
日
本
整
形
外
科
学
会

　
「
ロ
コ
モ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

　

https://locom
o-joa.jp/

　

 　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

つ
い
て
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
て
、

測
定
方
法
、
評
価
方
法
、
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

健
康
ネ
ッ
ト

　

w
w
w
.health-net.or.jp

　

 　

公
益
財
団
法
人 

健
康
・
体
力
づ

く
り
事
業
財
団
が
運
営
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
す
。「
健
康
体
力
ア
ッ
プ
」

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
「
ハ
ウ
ス

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
と
い
う
ご
自
宅
で

簡
単
に
出
来
る
筋
力
、
柔
軟
性
な
ど

４
項
目
の
測
定
方
法
と
評
価
が
出
て

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
も
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

・
厚
生
労
働
省

　

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
―
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
身
体
活
動
指
針
―

　

 http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/

houdou/2r9852000002xple-
att/2r9852000002xpr1.pdf

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
は
、
身
体
活
動

を
増
や
し
運
動
習
慣
を
確
立
す
る
た
め

の
気
付
き
の
工
夫
や
情
報
提
供
ツ
ー
ル

と
し
て
の
要
素
を
強
調
し
た
ツ
ー
ル
で

す
。
一
人
ひ
と
り
の
身
体
活
動
状
況
や

運
動
習
慣
に
応
じ
て
、「
１
．
気
づ
く
」

「
２
．
始
め
る
」「
３
．
達
成
す
る
」「
４
．

つ
な
が
る
」
と
い
う
取
り
組
み
の
段
階

を
示
し
、
専
門
的
知
識
を
持
た
な
く
て
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上月　篤子 （こうづき あつこ） Kouzuki Atsuko

フィットネスクラブでの企画運営に関わるアドバイザー、スーパーバイザー、

また、インストラクターの育成・研修等経験し、18 年前に独立。企業におけ

る健康づくりの企画・運営及び、フィットネスクラブでのレッスン、パーソナ

ルトレーナー、イベント等各種の業務を受託している。

株式会社ボディムーブズ代表取締役

アメリカスポーツ医学協会
ヘルス＆フィットネススペシャリスト

も
内
容
を
容
易
に
理
解
で
き
る
工
夫

と
、
身
体
活
動
や
運
動
を
増
や
す
た
め

の
気
付
き
と
行
動
変
容
の
た
め
の
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
共
に
、

日
々
の
生
活
を
少
し
で
も
活
動
的
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
須
条
件
で
す
。
病
気

や
痛
み
等
の
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
な

く
、
出
な
い
よ
う
に
ケ
ア
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
現
在
、
何
ら
か
の
症

状
を
お
持
ち
の
方
も
、悪
化
さ
せ
な
い
、

ま
た
は
、
少
し
で
も
改
善
し
て
い
く
た

め
に
も
、
日
々
の
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
様
々

な
Ｈ
Ｐ
が
あ
り
ま
す
の
で
、是
非
、色
々

と
見
て
、
楽
し
み
な
が
ら
自
己
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
新
た
な
気
付
き

に
つ
な
が
り
、
目
標
も
立
て
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
チ
ェ
ッ
ク
！！

企
業
も
「
健
康
経
営
」

　

企
業
が
従
業
員
の
方
々
の
健
康
づ
く

り
を
積
極
的
に
支
援
し
、
会
社
全
体
の

健
康
度
が
高
ま
る
こ
と
が
生
産
性
、
収

益
性
を
高
め
る
と
い
う
取
り
組
み
を

「
健
康
経
営
」
と
言
い
ま
す
。
１
９
８

０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
の
経
営
心
理
学

者
、
ロ
バ
ー
ト
・
ロ
ー
ゼ
ン
が
提
唱
し
、

現
在
、
日
本
で
は
、
経
済
産
業
省
が
推

進
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

も
少
子
高
齢
化
で
生
産
労
働
人
口
が
減

少
し
て
い
る
中
、「
企
業
の
評
価
・
価
値
」

「
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
提
供
」「
優

秀
な
人
材
確
保
」
等
を
見
据
え
て
始

ま
っ
た
取
り
組
み
で
す
。
最
近
話
題
の

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
は
対
極
に
あ
る

取
り
組
み
と
言
え
ま
す
。
個
人
も
企
業

も
健
康
に
気
遣
い
、「
健
康
で
良
好
な

状
態
」
を
継
続
し
て
行
く
こ
と
が
、
個

人
の
健
康
度
を
高
め
、
企
業
の
生
産
性

向
上
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
日
本
全

体
を
活
気
付
け
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
、
日
本
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
は
、
生
活
者
、
従
業
員
の
「
健
康
」

を
必
要
不
可
欠
な
「
資
本
」
と
と
ら
え

て
社
会
全
体
で
育
ん
で
行
こ
う
と
い
う

動
き
で
す
。
少
子
高
齢
化
対
策
の
一
環

で
は
あ
り
ま
す
が
健
康
維
持
・
増
進
は
、

増
大
す
る
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が

り
、
企
業
に
お
い
て
は
、
生
産
性
も
高

ま
り
、
究
極
の
「
エ
コ
」
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

企業全体で
従業員の健康づくりを

積極的に支援

生産性向上　　　企業の価値向上
医療費の削減　　健康リスク減少

従業員の健康度が高まる
（心身の不調の予防･改善）

生活習慣病･ロコモティブ
シンドローム等の
増加による医療費大

少子高齢化
による
生産人口減少

背景

取り
組み

社員
効果

企業
効果

健康経営チャート
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創　
　

業　
１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）
７
月

事
業
内
容　

米
菓
の
製
造
並
び
に
販
売

本　
　

社　

新
潟
県
長
岡
市

企
業
使
命　

 

日
本
の
伝
統
あ
る
食
文
化
を
世

界
に
広
め
、
人
々
に
喜
び
と
豊

か
さ
を
提
供
し
ま
す
。

経
営
理
念　

 

我
々
は
会
社
の
事
業
を
通
じ
て
、

社
会
の
人
々
に
喜
び
と
豊
か
さ

を
提
供
し
、そ
の
見
返
り
と
し
て
、

こ
の
事
業
に
携
わ
る
者
と
そ
の

関
係
者
の
豊
か
な
生
活
と
社
会

的
地
位
の
向
上
を
図
り
、
併
せ

て
地
域
社
会
の
経
済
的
発
展
に

貢
献
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
も
あ
る
長
岡
地

域
は
、米
菓
づ
く
り
に
必
要
な
豊
潤
な
水
と
、

た
ゆ
ま
ぬ
品
質
改
良
か
ら
生
ま
れ
た
良
質
な

お
米
の
産
地
で
す
。
弊
社
で
は
、
創
業
当
時

か
ら
受
け
継
ぐ
「
常
に
品
質
を
第
一
に
す
る

こ
と
」「
地
域
社
会
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
」

と
い
う
理
念
を
守
り
続
け
て
お
り
ま
す
。
品

質
に
関
し
て
は
、
お
米
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品

づ
く
り
（
国
産
米
１
０
０
％
使
用
）
を
し
て

お
り
ま
す
。
地
域
の
農
家
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
、
今
後
も
国
産

米
１
０
０
％
使
用
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
の
声
に
お
応
え
し
、
さ
ら
に

お
い
し
く
安
全
・
安
心
な
商
品
を
お
届
け
す

る
為
に
品
質
管
理
体
制
を
一
層
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
お
米
の
お
い
し

さ
創
造
企
業
」
と
し
て
、
米
菓
の
お
い
し
さ

を
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
健
康
管
理
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
岡

地
区
で
は
毎
年
５
月
に
健
康
医
学
予
防
協
会

様
に
各
施
設
で
の
出
張
健
康
診
断
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
健
康
診
断
後
は
、

産
業
医
か
ら
検
査
結
果
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
有
所
見
者
に
対
し
て
再
受
診
の
働
き
か

け
↓
受
診
確
認
↓
産
業
医
へ
の
報
告
を
行

い
、
産
業
医
と
連
携
を
図
り
、
疾
病
の
早
期

発
見
・
悪
化
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ

の
他
、
弊
社
に
は
、
従
業
員
が
病
気
や
怪
我

を
し
た
時
の
経
済
的
補
助
と
福
利
厚
生
を
目

的
と
し
た
共
済
会
が
あ
り
ま
す
。
共
済
会
で

は
、
従
業
員
の
健
康
増
進
の
為
に
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク

受
診
者
に
対
し
て
は
、対
象
年
齢
時
は
全
額
、

対
象
外
で
も
約
７
割
の
補
助
を
行
っ
て
お

り
、
毎
年
多
く
の
従
業
員
が
利
用
し
て
お
り

ま
す
。
子
宮
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診

（
対
象
年
齢
有
）
は
共
済
会
と
会
社
が
検
診

料
を
負
担
し
、
従
業
員
が
自
己
負
担
な
く
受

診
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
２
年

前
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
対

し
て
も
補
助
金
を
支
給
し
、
従
業
員
の
健
康

増
進
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
客
様
か
ら
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、
お
か
げ

さ
ま
で
弊
社
も
今
年
で
70
周
年
を
迎
え
ま

す
。
創
業
70
周
年
を
記
念
し
て
日
頃
の
感
謝

を
こ
め
て
、
国
産
米
の
良
さ
を
再
発
見
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。
地
元
新
潟
県

産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
弊
社
の
人
気
商
品
の
詰

合
せ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

岩
塚
製
菓
株
式
会
社

　

私
は
今
健
康
で
過
ご
せ
て
い
る
の
か
。
仕
事
が
終
わ
り
一
息
つ
い

た
時
ふ
と
そ
う
思
う
こ
と
が
最
近
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
の
が
、
健
康
作
り
の
基
本
は
栄
養
・
運
動
・
休
息
の
三
要
素

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
で
す
。
一
昨
年
よ
り
こ
れ
ら
に
加
え
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に

つ
い
て
も
今
年
で
約
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
い
う
言
葉
も
世
間
に
広
く
知
ら
れ
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
為
に
様
々
な
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

数
年
前
に
健
康
診
断
後
の
保
健
指
導
を
受
け
た
際
に
普
段
の
食
事

の
量
や
順
番
に
つ
い
て
保
健
師
に
相
談
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
は

じ
め
に
野
菜
か
ら
食
べ
て
、
炭
水
化
物
を
抑
え
て
い
る
の
に
思
っ
た

よ
う
に
体
重
が
減
ら
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
に
受
け
た

指
導
で
は
、
以
前
に
比
べ
運
動
の
量
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
加
え

炭
水
化
物
を
抑
え
た
こ
と
に
よ
る
空
腹
を
満
た
す
為
に
無
意
識
に
油

の
多
い
お
か
ず
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
小
さ
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
か
ら
普
段
の
食
事
の
量
は
も
ち
ろ
ん

質
を
も
見
直
し
て
い
く
こ
と
、
で
き
う
る
限
り
運
動
の
時
間
を
作
る

こ
と
、
専
門
的
な
指
導
を
受
け
自
ら
意
識
を
変
え
る
こ
と
の
重
要
性

を
改
め
て
学
ん
だ
瞬
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
男
女
共
に
80
歳
を
超
え
、
そ
の
内
健

康
で
過
ご
せ
る
平
均
期
間
は
男
性
で
71
・
19
歳
、
女
性
で
74
・
21
歳

と
の
結
果
が
出
て
お
り
ま
す
。
医
療
の
発
達
に
よ
り
年
々
平
均
寿
命

が
延
び
て
い
る
な
か
健
康
寿
命
の
伸
び
率
が
芳
し
く
な
く
互
い
の
年

数
に
差
が
開
い
て
き
て
い
る
現
状
で
、
体
が
動
く
う
ち
に
出
来
る
こ

と
は
何
か
、
い
か
に
他
者
か
ら
医
療
や
介
護
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
ず
に
自
立
で
き
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
か
が
超
高
齢
社

会
を
生
き
る
私
た
ち
の
今
後
の
課
題
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

健
康
作
り
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
も
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な

が
ら
自
ら
も
実
践
し
、
家
族
、
職
員
、
お
客
様
と
共
に
歳
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

随想

今
健
康
に
つ
い
て
思
う
こ
と

一
般
財
団
法
人 

健
康
医
学
予
防
協
会 

常
務
理
事　

入
澤　

孝
昌

　

昨
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
新
潟
健
診
プ
ラ
ザ
」
も
、
お
か
げ
様

で
無
事
に
１
年
が
過
ぎ
、
今
年
は
真
価
が
問
わ
れ
る
２
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。
昨
年
、
御
客
様
か
ら
頂
戴
し
た
貴
重
な
「
御
意
見
（
お
叱
り
、

苦
情
、
ク
レ
ー
ム
、
お
褒
め
も
含
め
て
）」
を
真
摯
に
う
け
と
め
、
さ

ら
に
快
適
で
精
度
の
高
い
健
診
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
健
診
機
関
を

目
指
し
て
役
職
員
一
同
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
東
新
潟
健
診
プ
ラ

ザ
」、
今
年
１
月
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
長
岡
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
」

と
併
せ
て
、
今
後
と
も
御
指
導
・
御
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
御
願
い

い
た
し
ま
す
。 

事
務
局　

長
谷
川
奉
春


